
　

本
市
で
は
、
令
和
４
年
８
月
に
「
一
般
社
団
法
人 

笠

間
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
代
表
理
事
と
な
っ
て
お
り
、
理
事
と
し
て
（
一

社
）
笠
間
観
光
協
会
、（
株
）
茨
城
県
民
球
団
の
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
が
就
任
し
て
い
ま
す
。
法
人
の
構
成
団
体
と
し

て
は
、
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）

水
戸
支
社
、（
株
）
ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
10
団
体
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
ブ
レ

イ
キ
ン
・
Ｂ
Ｍ
Ｘ
な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と

し
た
大
会
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
10
月
に
も
ブ
レ
イ
キ
ン

の
県
内
最
大
規
模
と
な
る
大
会
「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
＇ 

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ａ
―
舞ぶ

闘と
う

炎え
ん
― 

Vol
・
02
」
を

開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

事
務
所
は
笠
間
芸
術
の
森
公
園
近
く
に
あ
り
、
職
員
は

市
職
員
３
名
と
プ
ロ
パ
ー
社
員
１
名
、
臨
時
職
員
２
名
で

運
営
を
し
て
い
ま
す
。
運
営
費
は
自
主
財
源
、
大
会
な
ど

の
料
金
徴
収
、
ス
ポ
ン
サ
ー
協
力
金
、
市
の
負
担
な
ど
で

賄
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
笠
間
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
振
興
の
た
め
に
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
交
流
や
競
技
へ
の
関
心
向

上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、人
材
を
確
保
し
組
織
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
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笠
間
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
６
年
秋
の
叙
勲

第
43
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲
（
６
月
～
11
月
）

瑞
宝
小
綬
章

森も
り
た田　

和か
つ
み美
さ
ん（
平
町
）

元　

美
浜
郵
便
局
長

瑞
宝
単
光
章

磯い
そ
べ部　

幸ゆ
き
か
つ克

さ
ん（
平
町
）

陶
磁
器
（
笠
間
焼
）

製
造
業
従
事
者

瑞
宝
双
光
章

吉よ
し
だ田　

忠た
だ
し志
さ
ん（
笠
間
）

元　

茨
城
県
警
部

瑞
宝
単
光
章

片か
た

見み　

文ふ
み
お雄

さ
ん（
東
平
）

元　

茨
城
県
警
部

瑞
宝
双
光
章

藤ふ
じ
え
だ枝　

一か
ず
み美
さ
ん（
鯉
淵
）

元　

笠
間
市
消
防
司
令
長

瑞
宝
双
光
章

加か
と
う藤　

昌ま
さ
あ
き昭

さ
ん（
来
栖
）

元　

公
立
小
学
校
長

（
茨
城
県
）
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